
1 

聖徒の日 説教 「父を思い、母を思う」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 11 月 1 日  

イザヤ書 ４４章６～１７節 

聖書の御言葉の中には、私たちが生涯

を通じて繰り返し聞いていくものがいく

つもあります。その中の一つが十戒です。

そこで、主なる神様はますこう語り始め

ます。「私は主、あなたの神、あなたを

エジプトの国、奴隷の家から導き出した

神である。あなたには、私をおいて他に

神があってはならない」と。そして、こ

の日私たちが聞いている御言葉も内容と

してはそれと同じことが言われています。

そこで神様はこう仰います。「私は初め

であり、終わりである。私をおいて神は

ない。・・・恐れるな。怯えるな。すで

に私はあなたに聞かせ、告げてきたでは

ないか。」と。それゆえにまたこう語る

のです。「あなたたちは私の証人ではな

いか。私をおいて神があろうか、岩があ

ろうか。私はそれを知らない」と。つま

り、こうして神様の御前に立ち、イエス

様と共に生きる私たちは、神様の力強さ

と不退転の覚悟を知るがゆえに、神様の

証人であると神様ご自身にそう呼ばれて

いるというのです。従って、永眠者記念

礼拝を迎えたこの日、天に召された者も

地にある私たちも、それぞれが共々に御

言葉を通し聞いていることは、この日を

共に過ごす私たちは、共々に神様の証し

人、言うなれば、神が神であることを知

っている生き証人であるということです。 

しかし、コロナ禍の今、この神の生き

証人であるという事実がその胸の内で大

きく揺らいでいるのを感じます。特に、

今年は、三密を避ける意味から、ご遺族

に対して積極的に出席を呼びかけること

できなかったことから、すべての人々に

納得していただける答えを私たちは用意

することができませんでした。ですから、

礼拝が天と地とを繋ぐ出来事であり、同

時に、私たちが神様にお献げすべきもの

であることを考えますと、すべての方々

の納得を得られなかった不十分さは、画

竜点睛を欠いていたと言えるのでしょう。

しかし、そこで与えられた御言葉がこの

日の御言葉であり、その御言葉が私たち

のことを主の証人と呼んでいるのです。

では、世界の初めより終わりまで私たち

と共にいます神様が、この日、そんな私

たちに何を願い、そう語りかけようとし

ておられるのか。いたずらな反省は、自

分自身を納得させるものなのかもしれま

せんが、その反対に、御心を歪んだ形で

理解させ、それを遠ざけることもありま

す。ですから、先ずは神様の証人である

ことをしっかりと踏まえ、御言葉に聞い

て参りたいと思います。 

そこで私たちに語られていることは、

私たちが信じる神様が真実かつ唯一の神

様であるということです。それゆえ、力

強く、終わりまでを確実に導いてくださ

るというのですが、ただ、それに加えて

こうも仰るのです。それは、「あなたは

いかなる像も造ってはならない」という

偶像礼拝の戒めについてでありました。

しかし、そこで語られている一つ一つの

事実は、私たち人間にとっては非常に耳

に痛いことばかりでもあるのでしょう。

それは、人の手の業に過ぎないものを、

私たち人間は神のごとく拝んでしまうこ

とがあるからです。そして、その可能性

が大きく花開くときが、今のように苦境

に立たされたときです。「溺れる者、藁

をもつかむ」との諺にもあるように、そ

のようなとき、人は、それが鰯の頭であ

れなんであれ、苦境から救い出してくれ

るものであれば、簡単にひれ伏し、拝ん

でしまうものだからです。しかも、神様

ご自身が、力強く、大きなことを語りな

がら、自らは何も動こうとはなさらない

としたらなおさらです。 

また、それだけではありません。13

節に「人の形に似せ、人間の美しさに似

せて作り、神殿に置く」とあるように、

危機に瀕したときだけでなく、平時は平

時で私たち人間はいろいろなことを考え、
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願うものです。そして、その実現のため

にはあらゆる努力を惜しみません。それ

は、私たち人間が常々不完全で、常に満

たされていないとの思いを抱えているか

らです。それゆえに、もっともっとと、

さらにさらにと、多くを手にし、大きな

満足を得ようとするのです。ですから、

古来より人間が神に期待することは多く

を得る上での支えとその願いの実現であ

りました。そのために、人は御言葉にあ

るように自らをも神のごとく崇める真似

までもするのです。ですから、15 節に

「人はその一部を取って体を温め、一部

を燃やしてパンを焼き、その木で神を造

ってそれにひれ伏し、木像に仕立ててそ

れを拝む」とあることは、私たち人間の

持っているそのための器用さと知恵と柔

軟さを言い表していると言えるのでしょ

う。 

けれども、それが社会の発展の原動力

となってきたのも間違いありません。た

だし、そうした私たちの力は神様の賜物

として与えられたものであり、ですから

それを思いますと、単純な人間否定が神

様の御心であろうはずもありません。と

ころが、皮肉なことに、人間が営々とし

て続けてきた発展のための努力とその飽

くなき向上心によってもたらされたもの

がこの度のコロナ禍でもありました。で

すから、わたしたち人間は一端立ち止ま

って、世界を造られた神様の御心に聞い

ていく必要があるのでしょう。ただし、

そこで私たちに求められることは、聖書

の御言葉の中から自分が欲しいと思う、

役に立つ情報を抜き出すことではありま

せん。私たちに求められていることは、

そもそものところで神様が私たちに何を

望んでおられるかを知ることであり、つ

まり、御心を味わい、経験することだか

らです。そして、それは、十戒が「私は

主、あなたの神」との神様の呼びかけに

よって語り始められているように、神様

の呼びかけに応え、その神様との関係性

を深め、その豊かさに与ることです。し

かし、コロナ禍の今、その神様は私たち

の呼びかけには沈黙するだけで何も語っ

てはくださらない。そして、そう思った

のは、こうして御言葉に聞いている私た

ちだけでなく、今ここで神様の御声を聞

いている当時のイスラエルの人々も同じ

でした。 

国を失い、遠い異国バビロンに囚われ

人として連れてこられたのが、こうして

御言葉に聞いているイスラエルの人々で

もありました。つまり、人々の将来は暗

雲立ちこめるものであったということで

す。それゆえ、そこで語られることがい

くら威勢のいいものであっても、改善す

る兆しがなければ、威勢の良さは返って

人々を虚しくさせるものでもあるのでし

ょう。ですから、神様の言葉がどれほど

人々を心に届いたことかと思いますが、

しかし、神様の御言葉は、その御言葉通

りにやがて実現し、人々は再び故国へと

戻ることができたのです。ですから、3

節に「あなたの子孫に私は霊を注ぎ、あ

なたの末に私は祝福を与える」とあるよ

うに、この御言葉の力強いさを実感し、

励まされ、勇気づけられることになった

のが神の民イスラエルの人々でもありま

した。それゆえ、イスラエルの人々の信

仰は、この捕囚の民としてのこの経験を

通して強くさせられることにもなったの

ですが、ですから、そういう意味で、そ

の同じ方向へと導かれているのがこうし

て御言葉に聞いている私たちであるとい

うことです。けれども、御言葉の力強さ

は、今の私たちにとって、それがどれほ

ど素晴らしいものであっても、腹が満た

されなければ、返って虚しさを募らせる

しかありません。しかし、その私たちが、

イスラエルの人々がそうであったように、

同じように大きく変えられると御言葉は

語るのです。 

そこで、私たちは、変わることを期待

し、手始めに自分のできるところからや

ろうとするのですが、それが、聖書の御

言葉の中に記されている諸々の戒めを守

ることです。そして、そうすることは、

そうしなさいと言われていることをしよ

うとするわけですから、それ自体は間違

いではありません。けれども、それが神

様が私たちに真っ先に望んでいることで

はありません。なぜなら、神様が私たち
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のことを呼びかけられるのは人格的関係

を築くためであって、言いつけを守らせ

ることではないからです。では、神様は

先ず私たちに何を望んでおられるのでし

ょうか。それは、その声の届くところに

私たちがとどまり、生きることです。で

すから、今日が召された方々を覚える永

眠者記念礼拝であることを思いますと、

私たちがいかにして大きく変えられるか

はよくお分かりいただけるのではないで

しょうか。なぜなら、私たちの父、母、

愛する者が私たちに願うことは、共に暮

らし、共に生きることであり、それ以外

の何ものでもないからです。つまり、私

たちをこうして結び合わせるものは、そ

の中心に家族としての暮らしがあるから

であり、この顔と顔とを合わせる日々の

暮らしがあればこそ、私たちは人として

作り上げられるということです。そして、

それと同じことを同じように望んでおら

れるのが私たちの神様なのです。 

十戒の最初に語られている「あなたは

私をおいて他に神があってはならない」

との御言葉は、私たちの親世代の人々が

親しんだ文語訳聖書では、「汝、我が顔

の前に、我のほか何物をも神とすべから

ず」と訳されていましたが、私たちが用

いるこの新共同約聖書では、「我が顔の

前に」ではなく、「わたしをおいて」と

私たちが受け入れやすい形で意訳されて

います。ですから、口の悪い人は、顔を

落とし、神様の面子を汚したなどと言っ

たりもするのですが、ただ、顔という言

葉が取り除かれたことで、仮に神様の面

子を潰すことになったとしても、この、

「面子を潰す」ということに後ろ暗さを

感じる必要はありません。なぜなら、親

の面子を潰すのはその子どもしかいなく、

また、子が子として成長するためには、

子には親の面子を潰すことが許されてい

るからです。言うなれば、親のすねはか

じるためにあると巷間で囁かれているよ

うに、親の面子は子の成長のためには何

度も何度も潰されるためにあるというこ

とです。それは、面子を潰し、そこで雷

がどれほど落とされようとも、親と子の

関係性は、強められこそすれ、失われる

ものではないからです。ですから、神様

の面子を潰すことに私たちは怖じ気づく

必要はありません。ただし、そのために

は、私たちには一つ忘れてはならないこ

とがあります。それが、神様と顔を合わ

せ、日々暮らすということです。それは、

親と子がどこまで行っても親と子である

ように、私たちと共にあり続けることが

神様の願いであるからです。 

神様の面子を繰り返し潰すことで知ら

されるのは神様の御心です。ですから、

そこで御心を知った私たちはそのままで

いることはできません。今度は、神様の

面子を潰さず、その顔を立てようとする

ことでしょう。そして、それゆえにまた、

私たちは、神様の御前にあって、自らの

面子を立てることにもなるのです。ただ

し、そこで肝心なところは、いずれの面

子が立つか立たないかではありません。

神様の御前にある私たちが、子としてし

っかりと生きているかいないかというこ

とであり、そのために神様は面子が潰さ

れることをも厭わないということです。

ところが、自分の面子が立つ立たないと

いうところに拘ってしまうとどうでしょ

う。自分のことだけと言うことにもなり

かねないわけですから、それをしっかり

生きているとはなかなか言えないように

も思うのです。けれども、親にとって子

であるということは、そもそものところ

でそう言うものなのかもしれません。ま

ただから、自分の面子に拘ってしまうの

でしょうが、しかし、それは、神様の顔

を私たちが見ていないからではなく、し

っかり意識しているからです。そして、

その中で私たちがいずれの面子が立つか

立たないかを気にするのは、自分自身が

不完全で、不十分であることをよく知っ

ているからです。それゆえに、この不完

全で不十分な状況に満足できずにいるた

めに、どうしても我を通そうとしてしま

うのです。ところが、その私たちが聖徒

の日である今日、召された愛する人々を

思い起こしながら、礼拝を共にしている

のです。 

神様とイエス様と愛する人々のことを

心に留め、この日、私たちが共々に同じ
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時間を過ごすのは、私たちが神様の言い

なり生きているからではありません。も

ちろん、親の顔色をうかがって、この日

を特別に覚えたからでもありません。私

たちがこうして集まっているのは、後々

うるさいことを言われたくないからでは

なく、自らの意志で、自由にこの時を過

ごそうとしているからであり、従って、

そういう意味で、私たちは今、この時を

自分らしく過ごしていると言えるのでし

ょう。そして、それが、他でもない、神

様の望みであり、私たちの親の思いでも

あるのです。ですから、先ほど面子が立

つ立たないということを言いましたが、

神様の顔が立ち、同時に私たちの顔も立

っているのがこの時の私たちであり、つ

まりは、そういう意味で、自分らしく生

きている私たちは、御前にあってしっか

り生きているということです。 

ただし、この自分らしくしっかり生き

るということは、その場限りの、この時

限りのものではありません。神様の願い

も親の願いも、この後もずっと続けてい

くことであり、そして、その私たちがこ

の後もしっかりと生き続けることができ

るのは、神様が私たちと共にいてくださ

っているからです。そして、この共にい

ます、共にあるということは、神様が私

たちの傍らで置物のようにただ立ってい

るということではありません。共にある

ということは、神様が神様ご自身として

働かれる、働きかけてくださっていると

いうことです。ですから、私たちが神様

に対し心の中で様々な悪態をついたりも

するのも、神様が御前にあり、働きかけ

てくださっていることを知っているから

で、そして、それが今この時のコロナ禍

でもあるのでしょう。 

ですから、悪態をつこうが何をしよう

が、それが、私たちの今のありのままの

姿であるわけですから、それを隠そうと

する必要はありません。大切なことは、

その私たちに向かって、神様が御言葉を

通してこの日このように呼びかけ、その

声の響くところにその私たちを置き、こ

うして自分らしくあることをお許しくだ

さっているということです。従って、聞

き分けの良さが私たちらしさではなく、

また、それがしっかり生きているという

ことでもありません。今申しましたよう

に、私たちがいるべき場所でしっかりと

自分の命を見つめることが、私たちにと

ってのしっかり生きているということで

あり、まただから、そこで暮らしを立て

る私たちは、この神様との日々の関わり

を通し、自らの人生を、その生涯を御心

に適った形で築き上げることになるので

す。そして、それが私たちに許されるの

は、神様が私たちと共にいますとお方で

あるからです。それゆえ、私たちに働き

かけ、終わりまでを共に導いてくださっ

ている神様について、御言葉は「私は初

めであり、終わりである」と神様ご自身

についてこう語るのです。 

そして、この終わりに約束されている

ものが愛する者との再会です。イエス･

キリストが再臨されるその時、親と子が、

子と親が顔を合わせる日が実現すると御

言葉を通して神様は約束されるのです。

そして、それは、自分の近しいところだ

けではありません。すべての命ある者の

関わりを支える神様ご自身と、すべての

命が顔と顔を合わせることが許されてい

るのです。ですから、今この時はそのた

めに私たちに与えられているものであり、

私たちの愛する人々もそのために備え、

この今という時を主の御許にあって過ご

しているのです。それゆえ、私たちが主

の証人であるということはその日を待ち

望む者であるということです。つまり、

私たちは待つ身であると同時に、待たれ

る身であり、それを深く知っているのが

神様の証人であるということです。ただ、

待つということは簡単ではありません。

けれども、そうであるからこそ、御言葉

を通し神様は次のように励ましてくださ

るのです。「昼、主は命じて慈しみを私

に送り 夜、主の歌が私と共にある。私

の命の神への祈りが」と。神様との豊か

な交わりの中に置かれ、愛する人々との

再会を待ち望み、自分らしくしっかりと

これからを歩んで参りたいと思います。

祈りましょう。 

 


